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10年間に見 る食生活の 変遷

仁　藤　清　孝
＊

　 1． は じめ に

　 メ ＝＝　 」
一
実態調査 とは

， 家庭内で どの よ うな メ ニ a
’一

が 喫食 され た か を実態 か ら捉えた調査 で ， 食生活 の 情報

と して は，食品の 最終の 消費実態を捉えた もの で ある。

昨今は ，食品企 業 に と っ て も消費者 ・生 活者志向の マ ー

ケ テ ィ ン グが 重要視 され て い る が，メ ニ
ェ
ー実態調査 は

ま さ し く消費者 の 実態を忠実に 示すもの で あ る。

　筆者 の 実施して ぎた メ ニ ュー
実態調査 （仁藤企画事務

所 メ ＝ 。．一実態調査 ） は 過去 25 年 の 継続 し た調査 デー

タ で あ る。 25年間の 食生活 の 変化を読み と る 事 が 出事

るの は もち ろ ん で あ る が ，メ ＝ ＝　一一実態 と食生活意識 を

同一世帯 で 同時期 に 捉えた 調査 で あ り ， 食 に 対す る考え

方の 変化 と飲食実態の 変化との 関連を的確に 解析す る事

が出来る。

　2．　メ ニ ュ
ー

調査 を利用 した 研究 ・
滑用方向

　1） 学街的な研 究 の 方向

　 こ の メ ニュ・一実態調査を利用 し た学術的な研究例 とし

て ， 次 の ような事が考えられ る。

　  　
一

般的 な世帯 に お け る 栄養 バ ラ ン ス の 研究

　 メ ニ
ュ
ー

の 出現回数の 時系列変化 か らの 研究 と メ ユ＝
一

の 使用材料 ・aSPt料の 1 日当た りの 使わ れ方の 変化を

観察す る 事が 出来 る。

　  　個人別 の 飲食 メ ニ
ュ
ー

の 動向 に よる食事形態の 変

　　化 の 研究

　その 世帯 に お け る 飲食状 況 と個人別 の 喫食 メ ニ ューの

傾向か ら，個食 ・孤 食 の 実態 お よび 共食 の 実態を把握す

る事が 出来 る 。

　  　加 工食品 の 普及に よる 食生活 の 調理 内容と喫食 メ

　　 ニ a
一

の 変化 の 研究

　加工 食 品 は す で に 家庭内に 定着 し ， 家庭内調理 の ス タ

イ ル も大きく変化し て い る 。 加工 食品の 普及 に よ る家庭

内の メ ニ
＝
一
変化 と の 関連を把握す る事 が 出来 る。

　   　飲食動機に よ る メ ニ
ュ
ー

の 特徴研究

　 メ ニ
ュ
ーが 出現 の 背後 に あ る献立 づ くりの 動機 に よ っ

て 喫食され る メ ニ
ュ
ー

は 大 き く変わ る 。 食 の 構造を動機
と い う心 理 的 な側面 か らア プ ロ ーチ す る事が 可能 で あ る 。

　 2） 食品企業で の活用の方向

　 また ，
メ ニ

ュ
ー
実態調査 は ， 食 品企 業 の 新商晶開発 お

よび 既存商品の 管理 ・育成 の マ ーケ テ ィ ン グデ ータ とし

て 活用され て い る 。 そ の 主な内容 は下記 の よ うなもの で

あ る 。

　   　メ ＝
ユ
ー

出現 ト レ ン ドか ら食生 活 の 方向を知る

　長期に．わ た る メ ； a
一出現の 変化か ら，消費者が求め

て い る メ ニ
ェ
ー

の 方向を知 る。

　   　献立 づ くりの 動機分析か ら ，
メ ＝ 　 za

一
の 出現内容

　　 と出現規模 を推定 し ， その 変化 を知る

　食卓像を明繊 こ する事に よ り，商品 の 開発や 既存商品

の 管理 ・育成 に と っ て 重要 な傾向を知 る。

　   　商品 に 該当す る メ ニ 　
・・
　一一の TPO （TIMEIPLAC

　　E／OCCASION ）分析で ， そ の 商 晶 の TPO が明 確

　　に な り ， 商品 コ ン セ プ ト （商品 特性） と の 適合性を

　　客観的に 知る

　それぞれ の 商品が ど の よ うな TPO で 登場す るか を は

っ きり把握 し，提供す る 商品 の 考 え 方 （コ ン セ プ の と

の 適合をみ る。

　  　メ ニ
ュ
ー

に 使用 され て い る 材料 ・調 味 料 の 変化か

らそ の 商品の 対応方向 を 明 確に 知 る。

　そ の 商 品 が どの よ うな メ ニ
ュ
ー

に 使用 されて い る か を

時系列 で 把握す る事 に よ り， 商 晶 の 販売戦略 の 検討 や新

商品開発の 方向性を知 る事 に な る 。

　 こ の よ うに メ ニ
ュ
ー
実態 の 解析は ， 学術的な食生活 の

研究 に お い て も食品企業 の マ ー
ケ テ ィ

ン グ 活動に お い て

も欠くこ とが 出来な い 重要 な手段 と考えられ る。

＊
仁藤企 画事務所 （03−54724n5 ）

52 （ユ96）

3． 調査手法および 調査対象

「仁藤企 画事務所 メ ニ
ュ
ー
実態調査 お よ び 食生活意識
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調査 」 の 方法を下記 に 昇す 。

　 1） 調査期間

　 記入期間は 毎年 6 月上旬一中旬の 連続 した 10 日間。

こ の 期間を 25 年間に 渡 っ て 毎年調査 を実施して い る 。

　 2） 調査対象パ ネル

　 対象者 ： 東京 20kHユ 圏 に居住す る
一

般世帯の 主婦

　 回答数 ： 20代主 婦 ……50世帯

　　　 30 代専業主婦
……50世帯

　　　 30代有職主婦……50世帯

　　　 40 代専業主 婦……50世帯

　　　 40 代有職主婦……50世帯

　　　 50代主婦…・…・・…50世帯

．　　　 60代主婦 …………50世帯

　　　　 計　　　　　350 主婦

　　サ ン プ 1） ン グ ： 東京 20km 圏 の 居住世帯数 か ら，50

　　　　　　　　 の 地点を 抽出 し， 1地点 7 サ ン プ ル を

　　　　　　　　 抽出 （上記 の 20 代主de−・60代主婦を

　　　　　　　　 各 1 サ ン プル 抽出）

　 3）　　メ ：： ユ
ー実態調査方法

　　家庭内の お け る喫食の 実態を ， 主婦自身が 日記式に 記

　入 。

　　調査用紙 ： 表
一1参照

　　記入範囲 ： 記入 内容 は ， 家庭内で 喫食 し た 全 メ ニ ュー

　　　　　　　と手作 り弁当 の メ ニ
ュ
ー （た だし， 水 と薬

　　　　　　　は 除 く）

　　記 入 方法 ：

　　  　飲食の 実態は ，
メ ＝ ＝一名で 記入する 。

メ ＝ ＝一

名 は 料理系 （主食， 副菜 ， お か ず等） も嗜好系 （飲料 ，

菓子，果物，ア ル コ
ー

ル 等） も 1 つ の メ ニ a 一と して 記

　入す る 。

　　  　最初 に ，飲食 した 日，時間帯を記入して ，その 時

　間帯で飲食し た メ ＝ ＝一を記 入 す る。そ し て ，メ ＝ ；一

　名ご と に飲食者 ， 作 り方 ， 使用調理 器 具， 使用 した材

料 ・調味料を 具体的 に 記入す る 。

　　  　記入 の 時間帯 は ，朝食・昼食・夕食 午前中の 間食 ・

　3− 5時 の 間食 ・夕食後 の 間食 ・夜食 ・手作 り弁当で ある 。

　　さ らに ，そ の 時間帯 に お け る献立 づ く りの 動機も該当

す る 項 目に ○ を つ け る 。

　　4） 食生活意識調査

　　メ ニ
ェ
ー実態の 特微 を食生活に 対 す る主婦の 意識 との

　関連を み る た め
，

メ ニ ュー調査 を 記入 し た 対象者 の 食生

　活意識調査 も行 っ て い る 。

　　食生活意識調査 は 下記の よ うな 内容で あ る 。

　　 ・生活全般 の 中で の 食生活 の 重視度合 い と実践度合 い

　　 ・ 食生 活全般 の 実践意識

　　 ・食事作 りの プ ロ セ ス 別 に 見た 面倒感

。献 立 で 頼 りに して い る内容

・健康に 対す る考え方と利用 して い る素材内容

・加工 食 品 に 対す る考え方と利用品 目の 頻度

・時間帯別 （朝 ， 昼 ， 夕） の 飲食状況

　4． 10年間のメニ ュ
ー実態で何が変化したか

　1）　メ ニ ＝
・一の増加 ・減少から見た食生活の 変遷

　直近 の 10年間 （84年一・93年） の メ ニ
ュ
ー実態か ら，

食生活の 変遷を 整理する と下記の よ うな考察が出来 る。

そ の 結果 は表一1− 2 に 示 した 。

　  　家庭内で喫食する メ ニ ＝一数 は 減少 して い る 。

　表
一1 に 見 られ る通 り，84年 の 1 目当た リメ ニ a

一
数

は 総計で 16．4 メ ニ
ュ
ー

で あっ た もの が ，93 年 に は 15．7

メ ニ
ュ
ー

と減少を示 し て い る。

　家庭内 の 食費支出 は 出現す る メ ニ
ュ
ー数が 1つ の 指標

とな りうる 。 食品 の 単価 ア ッ
プ や加工食品 の 増加 に よ り

家庭内 の 食品支出 の 金額規模の 推移とは 必ずし も
一致は

しない が ，家庭 内の 食品 支出の 量的な規模は 現状で も低

下 の シ グナ ル が 示 されて い る と考え る 。

表 1．10年間 の メ ニ
ュ
ー閏現比較 （カ テ ゴ リー別 ）

1．主食類合計

2．汁 もの 合計

3．副 菜合計

4．肉料理合計

5．魚料 理合計

6．サ ラ ダ合計

7．野菜料理 合計

8．卵料理合計

9．その 他料 理 合計

10．　料理孫 合言舌
「
（1
−
9）

11．飲料合計

12 ．ア ル コ ール 合計

13 ．菓子合計

14．果物会計

84 年 93 年

年間

出現数

1 日当た

リメ ＝　。。
一
数

1，159
　 457

　 787

　 311

　 322

　 243

　 450

　 217

　 1344

，0811

，446

　 210

　 54

　 211

232997264206

工

6

31200010014000　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

翻 黔
1，1613745853002962543801961343

，6811

，540

　 19

　 55

　 254

2068870541252731100010004000　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

84年対
　93年
（84年
：100）

100．281
．974
．396
．592
，0104
．784

，490

．2100
．09D
．2106
．594
。6102
．7120
．6

総 合 計 1・・… ｝・… 1・・73・1 ・5・71 … 5

注 1）年間 出現数は （有）仁藤 企画事務所の 推計値で あり ， こ の

　　 表中で は 整数 で 表記 した。
注 2）四 捨五 入 の 関係で，表中の 出現数の 合計お よび，表 中の

　　 出現数 を用 い て 比 を と っ た もの と 84年対 93年の 値が
一

　　 致し な い と こ ろ があ る。
注 3）単位 出現数鼠回。

　出典 ：仁藤企 画事務所メ ＝ ＝一実態調査

　  　高頻度で 喫食す る メ ＝ ユ・一が 低下
・停滞し

， 中 ・

低頻度 で 喫食す る メ ニ
ュ
ーが増加を 示 して い る 。

　表
一2 に 増加 お よび 減少の 代表的 メ ニ ＝

一を 示 し た 。

こ の 結果 よ り，
「食単調」（い つ も食 べ て い る メ ニ

ュ
ー

に
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表 2． 10年間の 個別 メ ニ ューの 増減

増加 メ ニ
ユ

ー

，84年年 間

1出現数
1

フ レ ーク

シ ーフ ードサ ラ ダ

天然果汁

ウーP ソ 茶

コ ーヒ ードリソ ク

そ の 他茶

そ の 他 ミ ッ
ク ス サ ラ ダ

い ち ご

粕
・味噌づけ

ソ ーセ ージ

お か ゆ ・お じや

トマ ト
・野菜 ジ ュ

ース

魚介の 乾物煮

きん ぴ ら

し ょ うち ゅ う

中華ス
ープ

その 他嗜好飲料

ポ テ トサ ラ ダ

134701725056514533136955765296992911　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

1
　

　

11

93年年間
出現 数

1414233276774727633669758415916515881136111112

ユ

ー

ユ

ー

2111

　増減 率

（84＝＝100）

1，200．0
　 500．0
　430．4
　 351．9
　 343．1
　 300，0
　 238．1
　 229．4
　 213．3
　 212．1
　 2Q7．7

　177，8
　 173．1

　 172．0
　 170．6
　 165．4
　 164．5
　 161．3

ヨ ーグ ル ト

調理型 b 一ス ト

お に ぎ り

さ くらん ぼ

オ レ ン ジ

す い か

ゆで豆

和 そば

野菜あえ もの

油揚 ・厚揚料理

炊き込み ごは ん

けん ち ん ・豚汁

ふ りか け

マ カ ロ ニ サ ラ ダ

菓子パ ソ

ポ タ
ージ ュス ープ

つ まみ 魚の 焼 もの

サ イダー

増加 メ ニ ユー

84年年聞
出現数

10707484743541540571784422

ユ

279697289

412

　

工

11111

　

　

1

　

11

93年年 間
出境数

9543140385216444645732219867032236027141221111

工

1212111

　増減率
（84 ＝＝100）

2065571172058034881064088731087632106655544444433333331111

ー

工

1111

ー

ユ

ー

11111

注 1）四 捨五 入の 関係で ，表 中の 出現数を用い て 百分率を と っ た もの と増減率が一致し な と ころ があ る。

注 2）単位 ： 出現数；回．増減率 三 ％

ウ イ ス キ
ー

つ けもの

梅干 し

塩鮭 ・塩 魚の 焼 きもの

大 根お ろ し

昆 布佃煮

しらす 干 し

す ま し汁

そ うめ ん

ゆで 卵

乳酸菌飲料

和風野菜煮もの

の り

天ぷ ら

た くわ ん

生 卵

魚の フ ラ イ

龍

た らこ

コ
ー

ラ

減少 メ ニ ユー

84年年 間
出現数

175204405513993208522383830115887955962765233223222662421131　

1

93年 年間
出現数

啌

4927408408343681760

2337921625623996312217111111111441211121

　増減 率
（84＝100）

077691616670063726720781133478924456999024455555555666666667単 品の 生野菜
一夜 づ け ・ぬ か づ け

ハ ム

ト
ース ト

菜づ け

ツ ナ サ ラ ダ

和風 魚煮 もの

味噌汁

目玉 焼 き

洋風野菜焼 き ・炒 め

ウで 野菜

乾物 ・開き焼 き

紅茶

日本茶

ハ ム ・ソ ーセ ージ焼 き

ゼ リ ー

ごはん

カ ツ

和風 肉煮 もの

み か ん

減少 メ ＝　・・一

84年年間
出現数

73342389396993403372192975565150943239981423113842247

ユ

2

ユ

3111

11

　

1

　

　

　

　

3
　

　

　

　

　

　

3

　

　

rO

93年年 間

出現数

517647454215

 

0314820

855821775702579D167670

工

91129312365116111

　

1

　

　

　

　

　

　

2
　

　

　

　

　

　

2

　

　

4

増減率
（84；100）

34573259236538845800000026668889

ー

工

246678

77777777777788888888

注 1）四捨五 入 の 関係で ，表中の 出現数を用 い て 百 分率を とっ た もの と増減率が
一

致しな い と こ ろが あ る 。

注 2）単位 ：出現数 ＝ 回，増 減率＝％

出典： 仁藤企画事務所 メ ニ ュー実 態調査

対 して の 飽き）が指摘出来 る 。 また ，
「食変化指向」（ち

ょ っ と目先 の 変 わ っ た メ ニ
；
一を取 り入れ よ うとする姿

勢） も指摘 出来 る 。

　  　食事で の 飲料 ・菓子 の 増加
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　　　出典 ： 仁藤企 画事務所 メ ＝

、
・一・
実態調査

　こ の 点も表一2 に 示 され て い る 。 何故 ， 食事時間で 飲

料や 菓子 の 出現が 増加するか は ， 単 に子供 の 嗜好に 合わ

e た とい う事だ け で は な く， 加工食品の 利用に 伴い メ ニ

＝一
の 味つ け全体が 濃 くな る方向に ある と考える。 こ れ

に よ リメ ニ
ュ
・一

の 味に負けな い よ うに コ ーヒ ー
や ジ ュ

ー

ス の登揚が高ま っ た 事 も考え られ る。

　また ， 飲料や菓子が 1 つ の メ ＝ ユーと し て位置づ け ら

れ て い る事 も想像出 来 る 。

　  軽食的 な メ ニ
ュ
ー

の 増加

　
一品 で 食事そ の もの が完結しやす い 点が軽食 メ ＝

＝
一

の 特徴である 。 軽食的 メ ニ ＝一が 増加 した原因と して 調

理 や後か た づ け の 簡便性 に 加之 ， 喫食時 の 簡便性 も同時

に満足 させ られるとい う点が指摘出来る 。 また ， 軽食的

メ ニ ュ
ーは加工食品 利用 の 比率 が高く，提供 され て い る

加工 食品 の 品質的な向上 も大ぎく関連して い る。

  従来 の 付け合わ e メ ニ
ュ
ー

の お かず化の 進展

　メ ＝
ユ
ー

の 価値 は作る労作とそ の メ ＝
ユ ．一の 満足度 に

よ っ て決定 され る と考え る 。 野菜料理や 汁もの メ ニ
ュ
ー

は労力の 割 に 満足度が低く， 増加す る方向で は ない。そ

の中にあっ て豚汁 ・けん ち ん 汁 や シ ーフ ドサ ラ ダは 増加

を 示 し て い る （表一2）。

一般的な味噌汁や サ ラ ダ に 目先

を変え る こ とに よ り， 付け 合わ せ メ ニ
ュ 　
一・

か らお か ず的

メ ニ
ュ
ー

に す る事 で 価値を 高 め て い る も の と考察す る。

メ ニ
ュ
ーづ くりで の 発想変化

　5．　メ ニ ュ
ーづ くりで の 発想変化 （食卓セ ッ ト発想 →

　　　単品メニ
ュ
ー発想 の 変化）

個 々 の メ ＝＝ 　…
−lj化 か らい くつ か の 考察を 行 っ た が

，

メ ニ
ェ
ーが 登場す る食卓づ くりそ の もの の 発想に 構造的

な 変化 が あ る と考察す る 。

図一2 に 挙げ た メ ニ
ュ
ーづ くりの 発想変佃 ま， 筆者 が

　56

今まで の メ ・・　・一一実態調査 の 分析か ら概念的 に 整理 し た

もの で あ る 。

　1） 個人が 好 きな メ ニ ュ
ーを寄せ集めた発想に 変化

　構造的 に は，従来か らの 食卓セ
ッ ト発想 （一汁三 菜）

か ら個人 の 好 きな メ ニ ューを寄せ集 め た単品 メ ニ
ュ
ー発

想へ の 変化と結論づ け て い る 。

　先 の 10年間の メ ＝
ユ
ーmp加 ・

低下 が何故起 っ て い る

か を考える と，下 記 の よ うな事が 考えられ る 。

　  　低下 した メ ：・：
＝
h

の 多 くは 食卓セ
ッ ト発想 の 主要

メ ニ
ュ
ー

で あ る

　ご は ん ，味噌汁 ，
つ けもの

， 焼き魚，和風魚煮物 な ど

は ， 典型的な躰 型 メ ：・　・一で ある 。 しカ・ も主餅 汁も

の ＋ つ けもの （副菜）＋ お かず （和風 お か ず） とt’うセ

ッ ト型 の パ タ
ー

ン で ない と登場し に くい メ ＝
ユ
ー

で あ る 。

一
家 が 同 じ メ ＝

a
一を喫食す る パ ター

ン で もあ り，現在

嫁 族が揃い に くく，
メ ＝ ユ

ーを統一
出来 る よ うな場面

の 減少な どか ら食卓 セ
ッ ト発想は増々 むずか し くなる と

考察す る。

　  　増加 した メ ニ＝・一は食卓セ
ッ ト発想 か らは 説明が

つ きに くい

増加 メ 磁 一の フ レ ーク ，天然果汁，ウー・ ン 茶 コ

ーヒ ー
ド リ ン ク

， 菓子 パ ン な どは ， 個人 の 好 きな メ J・ x

一を寄蝶 め た 単晶 ・ ＝ a −”発想 で な い と説明が つ きに

くい。

　加え て ，軽食的 メ ニ ューの 増加や主食 メ ＝ 　 ＝．・一一の 複数

化 （主食は 1 日当た り3 メ ニ ＝一
以上 で 朝 ， 昼 夕 の い

ずれか に 主食が複数出現 し て い る…表一1）も個入 の 好み

を寄せ 集 め た メ F
ユ
ー
発想 と 関連す る 。

　2） 献立 を考え る面 倒さの 軽減 に 単品メニ ュ
ー発想が

　　　結び つ く
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表 3．食事 づ くりの 面倒さ

献 立を 考 え る

材料を購入す る

下処理 を行 う

本処理 を 行 う

盛 りつ けを す る

食べ る

後か た つ げ

ゴ ミが 出る

台所 や食卓 の 整理 ・整頗

朝 食

26．47

．630
．020

．410

．89
．234

．011
．230
，4

昼　食

30．410
．811
．61e
．87

．612

．e22
．46
．011
．2

夕 　食

76．436
．439
．623
．617
．65
．669

．234

．040
．0

1 日の

全　体

50．022
．818
。410
．84
．43
．249

．627

。244
．4

94年世帯別 （1 日全体）

・・代 1・。代 1・・代 i・・代 ・・代

56．026
．016
．04
．02
．04
．050

，034

．044
．0

53．022
．016
．09
．06
．05
．054
．025

．047
，0

44．022
． 

22．016
．04
．01
．045
．026
．042
．0

42．O
ユ6．e12

．012

．04
．02
．034
．032
．042
．0

26．026
．018
．01G

．010
．010

、036
．028
．048
．O

単位 ： 面倒 と思 う率

出典 ：仁藤企 画事務所 メ ニ ュー実態調査 （意識調査 ）

　単品 メ ニ
ュ
ー発想を 支えて い る主婦 の 意識 は ，

“
献立

を 考え る事
，，

の 面倒 さ を い か に 解消出来 る か が一因 と考

え る 。

　食事づ く りの プ P セ ス の 中 で ，何が面倒 か を捉え る と

献立 を考え る事と後 か たづ け で ある（表
一3）。 従来の 目本

型の 食卓セ Pt ト発想で あ る と主食 十副菜 十汁もの 十 お か

ず の 組 み 合わ せ か ら成 り立 っ て い る た め ， 1 つ の メ ニ ュ

ー
が決まっ て も他の メ ニ ュー想起に は 至 らな い

。 単品 メ

ニ
ュ
ー
発想 は そ の 点， 個人 の好み の 寄せ 集め で あ る 。 従

来 の 食卓セ
ッ トに よ る 組み合わ せ を 必要と しな い た め メ

ニ
ュ
ーが そ の ま ま献立 と な り， 面倒 さ は非常 に 軽減され

る もの と思わ れ る 。

　3） 競合する メ ニ ュ
ーの競合関係が変化する

　 メ ニ
ュ
ー総数 が全 体と して増加し て い れ ぱ ，

メ ニ ュー

の 競合 は あ ま り問題と な っ て来な か っ た 。

　従来は ， 主食や お かず ， 汁もの ，副菜とい うメ ニ ュー

カ テ ゴ リー
の 中で の 競合が中心 とな っ て い た と考え られ

る 。 しか し ， 個人 の 好 きな単品 メ ＝ ユーの 寄 り集め で 形

成 され て い る現状 で は そ れ ぞれ の メ ニ ューが持 つ 価値感

の 類似性 に よ る競合 とな る 。

　ポ タ
ージ ュ ス ープ の 競合 は コ ン ソ メ ス

ープや中華 ス ー

プ だ けで なく， 栄養感の ある飲 み 物 とい うメ ー＝ ユーの 価

値感で の 競合な らば牛乳も含 まれ る事 に な る 。

　焼 き 肉 の 競合は ス テ
ー

キ だ けで な く，皆で 食卓で 作 る

とい う価値感で 見る な らば，お 好み 焼 きも競合す る。

　それ だ け ，
メ ＝ a

−−t！こ 対す る 価値感 の 分析が 必要で あ

り，従来 の 肉を 使 うメ ニ
ュ
ーと か 魚を 使 うメ a ユーとい

っ た メ ＝ a
一

分類 は 意味が弱 くな る とともに ，メ ニ
＝
一

の 価億感を 明確に 捉え る マ ーケ ィ
ン グ的な視点を持 っ た

ア ブ P 一チ が必要となる 。 そ の 捉 え方と し て次 の よ うな

事カミ挙げ られ る 。

　   　 メ ニ ＝・・一一イ Pt　一ジ の 明確化

  　 メ ニ
ュ
ーベ ネ フ ィ ッ

ト （便益性） の 明確化

  　食卓 ス タ イ ル 分析 （そ れ ぞれ の 時間帯で どの よ う

　な飲食動機が優先 され ， 飲食動機 の 相互 の 関連か ら

　食卓鱇を 見 い だす） の 明確化

　6． メ ＝ ユ
ー調査に見る個食

・
弧食と共食の 実態

　前章で も述 べ た 通 り，メ ＝ ＝
一

の 出現，ま た その変化

の 背景と して ，個食（ば らば らの メ ニ ューを食べ る 場面）

や弧食 （ば らば らの 時間 に 食ぺ る揚合）が重要な役割 を

果 して い る と言 え る 。

　こ こ で は ， そ の 生活実態 と食生活 へ の 影響を ， 朝食 ・

夕食 に つ い て 考察を加え る
。

　 1） 個食 ・弧食の生活背景

　従来家庭内で の 弧食 ・個食に つ い て は ， 帰宅 の 遅い 主

人が論議 の 中心とな っ て きた 。 しか し
， 今日の 生 活状況

で は週休 2 目制の 拡大（図
一3）， また 経済成長 の 停滞に よ

る 残業 の 減少 （図
一4）eelCよ り，主 た る 労働 の 担 い 手 と

して の 主 人 は ， む し ろ共食化の 傾向に あ る 。

　逆に ，就学期の 子供は，通塾率 の 増加 （図一5）に よ り

急 速 に 多 忙化 し，新 た な弧食
・
個食の 機会を 創出 して い

る 。 また ，こ の 事 は ，家族 全体の 起床時間 の 遅延 に もつ

なが り，朝食 の 弧食
・
個食化｝こ も影響を与え るい る と考

え る 。

　 2）　弧個食と共食の メ ニ ュ
ー一出現状況

　本調査 で は ， 弧個食と共食 に つ い て ， 図
一6 の 通 り定義

し ， 食卓の 状況を 分析 した 。　（以下弧食 ・個食は定義 に

従 い 個食と呼 ぶ ）そ の 結果 の 出 現状 況 は 表一5 の よ うに

なる 。

　時系列 で の 比 較 は 出 来 な い が，現状で も完全な共食と

呼べ る場面は ， 夕食に つ い て も 4 分 の 1 に す ぎな い。 3

食場面 の 平均を見 て も， 既 に 飲食 メ ニ ＝一の 5 分 の 1 以

上 は ，個食場面で の 出現 とな っ て い る 。 現在 60％ 強を
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　　　 図 3．週休 2 日制の 拡大
「10万食の メ a ＝一か らヒ ッ ト商品 を探 る」

　　　　　go年　　　　91年　　　　92年　　　　93年 （年勵

　　　　　　　　図 4。残業時聞の 減少

　民間企業に おける従業員 1人当た り所定外労働時 間の 推 移
　 （1 ケ月平均）

　出典 ： 食品産業 セ ソ B −

　　 「10 万食の メ ニ
ュ
ー

か らヒ シ b商品を探 る」

参加轟 （％）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9＞整 ・け い こ ごと全体
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ー
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した メ ニ a
一

一人だ Ltで

飲 食 した

メ ニ ユ
ー

飲食tt況

冢詼全員で飲 食した

＃食メ ニ ュ
ー

中間メ ニ エ
ー

中間メニ ュ
ー

（同食での 個食メ； 」
一｝

バ ラ バ ラで飲 食した

中閏メ ニ ュ
ー

（別食での偲食メ ニ a
−
）

中間 メ ニ ュ
ー

：

　　　　　 図 6．共 食と弧食 ・個食の 定義

出典 ：仁 藤企 画事務所 メ ＝ a
一
実態調査

　　　　　裏 4．共 食 ・個食の メ 晶
ユ
ー構成

陣 倒 共 食

朝　　食

昼　 　食

夕　 　食

三 食 平均

20．9％
42．611

．020

，8

14．9％
9．924
．718
．1

中　開

64．2％
47．264
，361
ユ

　o．oL ＿＿ ＝＿一．，＿．＿＿＿一．
　3歳〜就学前　　　　小 工一3　　　　　小 4 −’6　　　　　中 1〜き

　　　　　　　　　図 5．通 懿率の 増加

　 出典 ： 食 品産業セ ：〆 タ
ー

　　 「10万 食 の メ ； ユーか らヒ ッ ト商品 を探 る」

』
占め る中聞的 な食場 面 に お い て も，広義 で は個食と も考

え られ ， も1：まや家族揃 っ て 同 じ もの を食 べ る とい う場面

　 58

出典： 仁藤企画事務所メ ニ ュー実態調査

は ，大変限定 され て い る と言 え る 。

　3） 個食と共食での喫食 メ ： ユ
ーの相違

　（1） 朝食

　朝食 で の 個食 メ ニ ュ
ー

の 特徴 と して ， 次 の 2 点が 挙 げ

られ る 。

　  　飲料 ・菓子 とい っ た 「嗜好看 メ ニ
x 　一一」 が多い 。

　  　従来 の 間食で 見 られ る 「軽食系 メ ニ
。
−H

」 が 多 い 。
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表 5．共食 咽 食の メ 昂 ゴ 特 徴

個食／共食メ ニ ュ
ーラン ク表 （朝食）

全 因 個 食 全 体
共 食

出
脚 黻 比 1指 数

出現数
鰍 比 1指 数

全 体 1・… 2・ 2。・gi 1 全 体 128・62・ ・4．gi

旨 1 1
12345焼 きそ ば

そ の他 乳飲料

ス ポ ーツ ・
栄養飲料

ラ
ー

メ ン

ビ ー
ノレ

ρ
D7890　

　

　

　

1

トマ ト ・野菜ジ ュ
ース

乳酸菌飲料

お か ゆ ・お じや

もち

プ リ ソ

1234

一
b

11111ゼ リ
ー

麦芽飲料

ジ ュース

魚卵珍味

ふ りか け

6789011112塩辛

フ レ ーク

ウ
ーP ン 茶

天然果汁

肉鍋 もの

12

∩
」

45

22222ゴ ーヒ ー

コ ー
ヒ
ード リソ ク

コ コ ア

紅茶

干 し果物

6789022223菓 子パ ン

生 卵

麦茶

梅干 し

おに ぎ り

8628413342102173876736395059381793792268189351

，916

　81102674

　 41277176334184227

55，655
．653
．147

．945
．845

．144
．543
．741
．838
．938

．538

．037
．336
．836
．335

，134
．834

．734
．434
．333

．433
．332

．432
．2311731

．431
．330
．830
．430

．4

265．8　　 1

265，8　　 2

254．2　　 3

229。3　　 4

219．3　　 5

ホ ッ ト ケ ーキ

野 菜 ・ハ ム との 炒め

その 他 ミ ッ ク ス サ ラ ダ

ス ク ラ ン プ ル エ
ッ グ

洋風野 菜焼 き炒め

39　　33．3
100　 33．0
50　　32．0

127　　3e ．7
61　　29，5

223．7221
．5214

．8206
．1198
．0

215．8　　 6

213．0　　 7

209．0　　 8

200．0　　 9

186，1　　10

ト ロ ピ カル フ ル
ーツ

ポテ トサ ラ ダ

油揚 ・厚揚料理

炊ぎ込み ごは ん

ナ ム レ ツ

81　　28，4

50　 28．0

40　 27．5

3S　 26．3
90　　25．6

190．6187

．9184
．6176
．6171
．5

　　　 　
184．0　　 11

181．8　　 12

178．4　　　13

176．3　　14

173．7　　15

緬

ソ ーセ ージ焼 き

りん ご

乾物 ・開き焼 き

野菜サ ラ ダ

75　 25．3

139　　25．2

719　 25．1
185　　24．9

435 　　24．8

17e．0169

．0168
．7166
．9166
．6

168．1166

．4166
．0

工64．6164
．0

6780

り
0

11112すまし 汁

野菜炒め

そ の 他果物

味噌汁

し らす干 し

　 54　 　 24．1

　 92　　23．9

　 327　　23．9

1，537　　23．7

　 93　 23．7

161．6160

．5160

．1159

．4158
．8

159．8159

．5154

．8154
，0151
．7

1234522222ソ ー
セ
ージ

ホ ッ ト ド ヅ ク

卵焼 き

フ ラ ン ス パ ソ

ハ ム サ ラ ダ

250　　23、2
48　 22，9

460　 22．8

125　 22．4

137　 　2L9

155 ．7153
．8153

．2150

．3147

．0

150．3149
．5147

．8145

．6154

．4

6789022223ゆで 野菜

な し

塩鮭
・塩魚の 焼 ぎもの

ぶ ど う

お ひた し

83　　21．7
148　 21．6

162　 21．0
130　　20．0

135　　20．0

145 ．5145
．1140
．9134

．2134

．2

注）1．指数一当該

蛬繭 糶 鎌 羲騨 …

個食／共食 メ ＝ ユーラ ン ク衷 （夕食）

全 　体

出現数

個 食

構成比　 指 数 数

食

指

共

蹴

　

　
構

体

数

　

現

全

出

全 体 ・・，嚠 ・… i
1　そ の 他乳飲料

2　チ ーズ

3　 し ： うち ゅ う

4　 ウ イ ス キ
ー

5　 ト
ー

ス ト

24432692482962．539
．539
．438
．337
．9

全 体 1・… 2・1・4・・ i

酒

ヒ

ル

本
一
一

日

コ

ビ

678 　 383

　 1911

，296

37．336
．631
，6

568，2359
．4358
．2348
．2344
．8339

．4333
．2287
．6

　1 お 好み 焼き

　2 寿司

　 3　その 他 ス
ープ

　 4　 肉鍋 もの

1　 5　 魚の 鍋 もの

6　魚の か ら揚 げ

7 酢豚

8　その 他ポ タ
ー

ジ ュ

591111827193336

322

62，756
．855
．652
．851
．651

．547
．846
．2

253 ．9229

．8224
．9213
．6209

．0
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全　体
出現数

個 食

黻 比 擁 数

食共

数指田．エ成搆

体
数

　
現

全

出

9　和 そば 4129 ．3266 ．19 　 し ゅ うまい 7544 ．o178 ．1
10 ス ポー

ツ ・栄 養飲料 4628 ．3256 ，910 　ぎ ょ うざ 19644 』 178．1
11　 バ ナ ナ 5927 ．1246 ．511 麦 ・玄 米 3743 ．2175 ．1
12 お か ゆ ・お じや 6S26 ．5240 ，6 工2　 ビーフ ス テ

ー
キ 9842 ．9173 ，5

ユ3　 ヨ
ー

グ ル ト 15125 ．8234 ．813 す まし汁 15042 ．0170 ．0
14　た らこ 432 生 7224 ．214 その 他魚 の 酢 の もの 3441 ．2166 ．7
15 乳酸菌飲料 4924 ．5222 ．615 　 カ ツ 1514L11662

16 梅 干 し

17 牛乳

18 天然 果汁

19　 ジ z
一ス

20．ふ りカ：け

58　　24．1
917　　23．2
122　 23，0
75　　22．7
115　　22 ．6

219．4116
211．2　 　17

208．6　 　18

206．1　　19

205，5　　20

そ の 他 ミ ッ ク ス サ ラ ダ

湯豆 腐

卵サ ラ ダ

シ チ ュー一

コ ーン ポ タ
ー

ジ ニ

88　 40．9
115　 39．1
46　　39．1

ユ18　　39．0
49　　38．8

165．6158

．4158
．4157
．8157
．0

21　 ワ イ ソ

22 海苔佃煮

23 納豆

24 紅茶

25　の り

68　　22．1　　　　200．5
46　　　21．7　　　　197．6

2工2　　21？7　　　　197，3

111副 巍：1

21　　卩 一
！レキ ャ

ベ ッ

22 野菜酢の もの

23　焼肉

24　天ぷ ら

25 茶碗蒸し

「26 その 柳 財 もの

27　し よ うが 焼 き

28　ち らし寿司

29 焼 ぎそ ば

30　ポ テ トサ ラ ダ

39　　38．5
47　　38 ．3

173　　38，2
160　 38．1
50　　38．0

155．7155
．1154
．5154
．4153

．8
26 朝鮮づ け

27　 うどん

28　ウ
ーP ン 茶

29 昆布佃煮

30　粕 ・味 噌づ け

971724617810117．516
．315

，815
．ti14

．9

159．3148
．0144
．0139
．9135
．0

188　　37．8
40　 37、5
32　　37 ．5
64　 37 ．5

160　　37．5

152．9Z51
．8151
．8

工51．8151
．8

出典 ： 仁藤企 画事務所 メ ＝ ユー実態調査

　 こ れ らの 特徴は 前述 の 通 り， 子供 の 個食の 影響の 大 き

さが うか が え る 。 また ， 食事型 の メ ＝ ：
ユ
ーpaつ い て も ，

焼 そ ば ， ラ ーメ ン の よ うに 加工食品 の 利用が 前提とな っ

た ，

一皿 型 の もの に 隈られ て お り， 調理 の 簡便化 に 加え，

喫食の 簡便化 も出 現 の 必要条件と な っ て い る。

　
一方共食に つ い て は ， 調理 が短時間で も健康感 の あ る

もの が 特徴 とな る。 また，ホ ッ トケ ーキ の よ うに 休日の

朝食の 代表 とな っ て い る もの も見られ る 。 朝食 で の 共食

は ， 手間暇か け た ご ち そ うとい うよ りは ， 家族 の 健康 に

留意す る主婦 の意識が感じ られ る もの が多い e

　（2 ） 夕食

　個食 の 上 位 メ ＝ ユ・一
をみ る と，ア ル コ ール 系飲料が 多

く登場 して お り，夕食に つ い て 現状 で は 主人中心 の 個食
が主流とな っ て い る 。 し か し，そ れ らの メ ー＝

ユ
ー

に 続 い

て 嗜好系 の メ ニ ューが あ げ られて お り，
こ れ らは 子供 へ

の 対応 と思わ れ る 。

　共食 で は や は り食べ ご た えの あ る メ ニ
ュ
ーと な る が，

上位 5 メ ニ ュ
ー
が必ず し も主婦の 調理負担 が 大きい もの

で な い こ とは 興味深 い
。 台所 で の 労力 よ りも， 卓上 で の

会話 ，
プ レ ゼ ン テ

ーシ
ョ

ソ が重要で あ る と 思われ る 。

　4）　個食 ・孤食 と共食 の 今後につ い て

　様 々 な食生活変化 の 背景 と し て ， 家族 の 多忙化 ， 生 活

60

時間の 個別化 が影響 し て い る こ と は ，明確で ある 。 今回

メ ニ
ュ
ー出現と い う切 り口 か ら考察を加 え た が ， 今後 の

展望と い う意味 で は
， 更に平目

・休目，主婦 の 就業形態

等に よ り深い 分析を加え る余地 が あ ろ う。

　個食 に つ い て は，子供 の 多忙化 に よ る 影響，共食に つ

い て は 新た な調理 の 合理性，食事の 価値観等も踏まえ た

議論 を発展 させ て い く必要があ る 。

　7． メ ニ ュ
ー

実態およ び 食生 活意識 の データ利用

仁藤企 画 事務所 の メ ニ
ゴ 実態調査は ，主 riこ 食晶 メ ー

カ ー参加 に よ る会員制 の プ ロ ジ ェ ク トとし て データ の 提

供 ・分析を行 っ て い る 。 学術的な 見地 か ら こ の デ ータ を

解析す る 要望があれ ば今後，調査 データ の 公開化を考え

る 予 定で あ る 。

　《参考 デー
タ 》

＊ 1 「仁藤企 画事務所 93 年 メ ニ
ュ
ー
実態プ コ ジ ェ ク ト」

　仁藤企 画 事務所 1994 年 3 月
＊2 「10万食の メ ＝

ユ
ー

か らヒ
。 ト商晶 を 探 る」 財団法

　人食品産業 セ ン タ
ー1994 年 7 月

＊3 「現 代食生活 の 素顔」 誠文堂新光社 1991年 12月著者
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